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1．問題意識

5年後（2027年）の目線から
「新教育課程」を考えてみる



GIGAスクールネイティブ

すべての「先駆的な実践」を「当たり前」と感じる子どもたちに、
高校地理はどんな付加価値をつけられているか？



調べ学習
資料の配布
レポートの提出

オンライン
が当たり前

わかりやすい
授業動画で勉強

「神」
ですらない



一方で・・・・。

格差の固定化・階級化は更に進み
生徒間・学校間の教育格差が顕著に
担当教員による内容格差も･･･。



「必修化」は喜ばしいことか？

•賛否両論
•課題山積
•諸刃の剣



2「高校地理必修」時代のGIS



成功の鍵は“GIS”にあり



GISを使うメリット
学びを深化させることができる
ビジュアル的にわかりやすくすることができる
教材や成果の蓄積・公開が容易

ただし準備は大変



「地理総合」でGISはどう扱われるか？

理想の形

学びのベースを
支えるGIS教材・実習

想定される現実の形

GIS（というもの）
の紹介･･･以上。



3. 実践紹介

「週に一度はGIS」

Fuji East 
Geography 2021



週に一度はGISの日！

地理B 2年
（2単位・3クラス）
2学期後半：約10時間

GIS

GIS

地理B 3年
（4単位・3クラス）
通年：約30時間

金曜日は
GIS火曜日

（他）は
GIS



2年生「生データ」から地図を
描く実習（世界の農業）

FAO（世界農業機関）の統計資料を加工して
主な農作物の生産高・輸出高・過去と現在の比較を
地図にあらわす。

統計の読解や国の位置（知識・技能）

時代による変化とその要因の考察
（興味・関心）
GISソフトの的確な利用（技能・表現）



個人作業
（操作方法）４回
グループワーク
（作物別作図）６回
マニュアルは動画で提示



結果・・・残念
•週１回の実習では、全く定着しなかった。

•地理の家庭学習時間が増えることはなかった。

•講義の内容が飛び飛びになり、却って効率が
悪かった.

各自違ったテーマの作業を２単位も
ので行うことは相当に厳しい
（労力に見合うだけの成果薄い）



３年生 金曜ＧＩＳ
•３クラスが同じ曜日に授業。

しかもパソコン室が常時使える環境

•学習している単元にちなんだ

５０分完結型の実習を組めないか？

受験生にふさわしい実習を組みたい
（共通テスト対策・ＡＯ入試・キャリア教育）



１学期・・・系統地理分野（教科書準拠）



２学期前半・・・統計資料を使った演習



２学期後半・・・デジタル問題演習

問題の配付（提示）
解答・解説を画面上で行う



結論・・△（課題は多いが）
•１学期 教科書の内容を深める実習に手応え
時間配分（特にワークシート作成）に課題
５０分完結⇒５０分作業、５０分課題作成に

・２学期 本来ならば地誌も取り入れたかったが
時間的に余裕なし

「デジタル問題演習」は好評。
印刷の手間も要らない。各自のペースで解ける



４. 到達点と課題



週１実ＧＩＳ（パソコン室実習）の限界
これまでのような「パソコン室での実習」形式では難しい

ＧＩＳソフトの操作やデータの加工は極力簡略化する必要あり

「地図を描く時間」と「分析結果を言葉にする時間」の確保が必要

宿題にした方がよいが
できなかった

言われたことを言われたようにやればＯＫ・・・それ以上を出せない

教師以外の第三者に見せると
いう前提がないので緊張感が薄い



「一人一台端末」はGISを変える？

宿題にした方がよいが
できなかった

教師以外の第三者が見るという
前提がないので緊張感が薄い

そのまま持ち帰りが可能
PCで地図、一人一台端末で
レポートという使い分けもできる。

「公開」を前提とした課題を作る
特に防災分野は、地域性に価値あり
第三者の評価でモチベーションを上げる



多忙化の解消に向けて

ワークシート、動画マニュアル等は共有が可能
指導者自身がGISに明るくなくても
「この動画を見てやりなさい」で生徒に任せられる

学校の外の人材といかにタッグを組むかが課題
（教材の作成）（アドバンスな需要に応える）

GIS



受験指導？or GIS

決して対立するものではないし、
対立させてはならない

チョーク＆トークでない問題演習
は、学校地理教育の付加価値の一つ



５. まとめ



5年後（2027年）の目線から
「新教育課程」を考えてみる



GIGAスクールネイティブ

小学生から１人１台端末を所持
個別最適化された学習が当たり前
発信することに慣れている



格差の固定化・階級化は更に進み
生徒間・学校間の教育格差が顕著に
担当教員による内容格差も･･･。



成功の鍵は“GIS”にあり



教員の「熱意」と「善意」だけに
頼るのではなく、いかにビジネス
にできるかが課題。

GISは、必修時代の高校地理を支える
基幹インフラになる

巨大な「学び直し」
マーケット



（高校地理）教員ほど
面白いビジネスはない！

教員はブラックな労働？

Let’s
GIS!



おまけです。

みやじまんちゃんねる


